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令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日 

産業経済局スタートアップ推進課 

北九州市及び札幌市のスタートアップ支援の取組について 

 

１ スタートアップ支援の意義と戦略 

  ・スタートアップは、独自の技術や斬新なビジネスアイデアを有し、

社会課題の解決やイノベーションの担い手として期待されており、

スタートアップの成長により、多くの雇用や設備投資、付加価値創

出など、経済成長のエンジン役としても期待されている。 

  ・北九州市では、「新ビジョン」や「産業振興未来戦略」において、

スタートアップの創出や成長は、「稼げるまち」の実現に向けた重

要な柱の一つとして位置付けている。 

 

２ 「第２期スタートアップ・エコシステム拠点都市」への選定 

（１）拠点都市形成計画における目指す姿 

  ○北九州市（市単独で選定） 

    グリーン・ものづくり・ソーシャルＡＩを中心に、スタートアッ

プが生み出すイノベーションで、世界を先導し成長を続けるサス

テナブルシティ。 

  ○札幌市（北海道及び道内自治体とともに選定） 

    北海道の１７９市町村の広域ネットワークを基礎に、北海道の

産業の強みを活かしたスタートアップが継続的に生み出され、グ

ローバルまで発展していくスタートアップ・エコシステム構築。 

 

（２）重点分野 

  ○北九州市：「グリーン」、「ものづくり」、「ソーシャルＡＩ」 
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令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日 

産業経済局スタートアップ推進課 

 

  ○札幌市：「宇宙」、「一次産業・食」、「環境・エネルギー」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 具体的な支援プログラムの内容 

  ○北九州市 
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令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日 

産業経済局スタートアップ推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【主な事業】 

① 創業支援の中核施設「COMPASS 小倉」 

・コワーキングスペース及びスモールオフィス等の設備 

・インキュベーションマネージャー（常駐）による伴走支援 

・マッチング支援やアクセラレーションプログラムの実施 

・創業時に必要な手続きが一括して行える「開業ワンストップ 

センター」の併設 

 

 

 

 

 

 

 

 

② スタートアップの成長支援 

○「企業変革・スタートアップ・グロースサポート事業」 

・市内スタートアップの研究開発や実証、事業展開に向けた 

資金支援・伴走支援を行う「成長支援プログラム」を実施。 

・スタートアップによる行政課題の解決や市内企業との協業に 

対し、資金支援・伴走支援を行う「イノベーション支援プロ 

グラム」を実施。 
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令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日 

産業経済局スタートアップ推進課 

 

○「北九州イノベーションゲートの運営」 

・市民・企業・行政等が抱える課題をプラットフォーム 

「北九州イノベーションゲート」に集約化・見える化・ 

共有化し、課題とスタートアップとのマッチングを通じて、 

オープンイノベーションや公共調達を促進。 
 

○「スタートアップ成長支援ファンド事業」 

・北九州市が公募・選定したファンドへの出資を通じて市内 

スタートアップの資金調達を支援するとともに、ファンドを 

運営するベンチャーキャピタルと連携したハンズオン支援を 

実施。 
 

○「スタートアップ公共調達フルコミット事業」 

・高度かつ独自の技術を有するスタートアップとの随意契約を 

可能とし事業費を確保することで、公共調達を一気通貫で 

支援し、行政課題の解決やスタートアップの成長を促進。 

 

  ○札幌市 
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令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日 

産業経済局スタートアップ推進課 

 

  【主な事業】 

① インキュベーション施設「SAPPORO BUSINESS VILLAGE」 

・(一財)さっぽろ産業振興財団が指定管理者となり施設を運営 

・オフィス、商談室等の設備 

・起業前後の方々に対して専門家による相談対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② スタートアップの成長支援 

○STARTUP HOKKAIDO 

・2019 年より「STARTUP CITY SAPPORO」プロジェクトを始動さ 

せ、スタートアップ企業の支援を行ってきたが、取組をさら 

に加速させるため、2023 年に「STARTUP HOKKAIDO 実行委員会」 

を設立。 

・札幌市、北海道、北海道経済産業局が一体となり、スタート 

アップが生まれ育つ環境（スタートアップ・エコシステム） 

の構築を目指し支援を展開。 
 

○産業特化型アクセラレータープログラム 

・北海道の産業の強みを活かす「一次産業・食」、「宇宙」、 

「環境・エネルギー」分野において、民間企業と連携した 

伴走支援を実施。 
 

○Local Innovation Challenge HOKKAIDO 

・広大な北海道を舞台に、自治体・事業者とスタートアップの 

協働により地域課題の解決を目指すオープンイノベーション 

プロジェクトを実施。 
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令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日 

産業経済局スタートアップ推進課 

 

４ 第２期スタートアップ・エコシステム拠点都市形成計画における 

  ＫＰＩ（令和７年度～１１年度） 

  ○北九州市 

KPI 令和９年度末目標 令和１１年度末目標 

グリーン分野のユニコーンで

海外展開した北九州市発 

スタートアップの社数 
１社 ２社 

海外展開を支援したスタート

アップの社数 
１５社 ２５社 

招聘した海外スタートアップ

等の社数 
３０社 ５０社 

北九州市による 

公共調達件数 
１０件 １５件 

学発スタートアップの創出数 ３６社 ６０社 

企業等とスタートアップの 

協業件数 
１０件 １５件 

 

  ○札幌市（（北海道及び道内自治体含む） 

KPI 令和９年度末目標 令和11年度末目標 

スタートアップ数（累計） ２２５社 ３００社 

資金調達件数／ 

資金調達額（累計） 

１３５件／ 

６２５億円 

２５０件／ 

１，０００億円 

イノベーション創出数（単年） ２９０件 ５００件 

グローバル規模でビジネス 

を行うスタートアップの 

割合（単年） 
３５％ ５０％ 

スタートアップとマッチング

した自治体数（累計） 
１１５自治体 １７９自治体 

スタートアップからの公共調

達件数（累計） 
７件 １５件 

ロールモデルと会う 

人数（単年） 
１２，５００名 １５，０００名 

国内外の連携施設拠点数

（累計） 
３０施設 ５０施設 
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令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日 

産業経済局スタートアップ推進課 

 

【参考】北九州市の主なスタートアップ 

 

 

（１）寶結㈱【成長ステージ：ＩＰＯ達成】 

   代 表 者 代表取締役社長 福岡 広大 

   本  社 小倉北区 

   創  業 平成２６年１２月 

   事  業 ・業務運営代行サービス事業 

・ＤＸ推進支援事業 

   T O P I C S  

・COMPASS 小倉を運営する指定管理者 

の代表企業 

・令和８年４月 市内発スタートアップ 

としては初となる東京証券取引所への上場達成 

 

 

 

（２）㈱ＴｒｉＯｒｂ【成長ステージ：アーリー】 

   代 表 者 代表取締役ＣＥＯ 石田 秀一 

   本  社 小倉北区 

   創  業 令和５年２月 

   事  業 ３つの球と３つのモータで全方向に自由に移動できる 

        プラットフォームの開発・販売 

   T O P I C S  

   ・総務省･情報通信研究機構（NICT）の令和６年度 

    起業家万博で、総務大臣賞（最優秀賞）を受賞 

   ・令和８年１月 米国デトロイトに現地法人を設立 

   ・令和８年６月 ２８．８億円の資金調達 

          （累計資金調達額は４２．３億円） 

 

 

 

 

 

TriOrb BASE 
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令 和 ８ 年 ７ 月 ２ 日 

産業経済局スタートアップ推進課 

 

 

（３）ＫｉＱ Ｒｏｂｏｔｉｃｓ㈱【成長ステージ：アーリー】 

   代 表 者 代表取締役 滝本 隆 

   本  社 小倉北区 

   創  業 平成３１年４月 

   事  業 ・産業用ロボットシステムの研究開発 

・高い耐久性と柔軟性を両立する 

ロボットハンドツール 

「ラティス構造柔軟指」  

の開発・販売 

   T O P I C S  

・九州工業大学発、北九州工業高等専門学校発スタートアップ 

・通い箱の荷積み・荷下ろしを自動化するロボットでの 

活用に向けて、トヨタ自動車で柔軟指の評価をスタート 

   ・第１０回ものづくり日本大賞九州経済産業局長賞受賞 

 

 

 

（４）Ｋｉｃｋ Ｓｐａｃｅ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ㈱ 

   【成長ステージ：シード】 

   代 表 者 代表取締役 佐藤 凜 

   本  社 戸畑区 

   創  業 令和７年７月 

   事  業 超小型人工衛星を活用した軌道上実証サービス 

   T O P I C S  

   ・九州工業大学発スタートアップ 

   ・総務省･情報通信研究機構（NICT）の 

令和 6年度起業家甲子園において、 

総務大臣賞（最優秀賞）を受賞 

 

 

 

 

開発中の超小型天文衛星 

「VERTECS」のフライトモデル 

 


